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磁場は極めてマイルドかつクリーンで安全な物質透過性のエネルギーで、物質の深部まで均等

に磁場効果を及ぼす際立った特徴を有している。磁気エネルギーは一般に小さいが、コロイド・

界面系には極めて有効である。たとえば、数 T の磁場で配向させることのできる反磁性粒子の大

きさは 10 ～ 10
3
 nm 程度と見積もられる。また、界面の電子状態は変化し、予測できない磁気現

象が起こりうる。このように、磁場と物質との相互作用は磁気界面コロイド科学で顕著に現れる

1)。磁場による物質制御は均一静磁場によってなされるが、最近は回転磁場も利用されるようにな

り、各種の物質系で興味深い構造･物性制御が達成されている。球形ベシクルは偏重楕円体に変形

するが、磁場が強くなると融合・分裂し、磁場強度で決まる粒径分布になる。ミミズ状ミセルの

持続長は磁場によって長くなり、棒になる。棒状ミセルのシリケートイオン水溶液中でヘキサゴ

ナル構造を形成し、磁場によって配向しながら成長し、膜面に垂直な均一細孔をもつハニカム状

メソ細孔シリカ膜が得られた。他にも、高分子ゲル、結晶性の集積型有機金属錯体やセラミック

スなどの構造や機能を磁場によって制御した例が報告されている 2)。 

一方で、既存理論では理解し難い磁場効果もあり、磁気処理水はその一つである。磁気処理は

永久磁石を装着した配管中に水を流す操作で，スケール付着防止や防錆効果があるとされる。我々

の検討では、純水の磁気処理によって接触角は低下し、水の分解電圧が上昇し、IR やラマンの水

素結合バンドが強くなるなど、水の構造や性質が変化した。さらに、磁気処理水中では、金属腐

食が抑制され、生成結晶の構造が変化した。これらの磁気処理効果は溶存酸素濃度が高いほど顕

著であり、酸素クラスレートハイドレート様ドメインの形成を伴うと推定される 3)。 

磁気処理（動的磁場効果）にみられるように、磁場の作用は水系で顕著であると期待されるの

で、コロイド水系の磁場効果を用いて概観する。とくに、シリカゲルや炭酸カルシウムなどの生

成過程における水の挙動に着目する。 

弱磁性物質群の磁場制御は、磁場分布をナノからマクロまで階層的にデザインすることによっ

て、局所デザイン構造、磁気デザイン物質、デザイン磁場応答性物質などの界面コロイド化学が

想定される。永久磁石が生み出す磁気エネルギーは物質創成に適応可能なクリーンかつ低コスト

のエネルギーである。 
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